
　

令
和
８
年
３
月
鹿
屋
市
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
市
政
運
営
に
関
す

る
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
議
員
各

位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御

支
援
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
鹿
屋
で
生
ま
れ
、
豊
か
な
風
土

と
人
々
の
温
か
さ
に
育
て
ら
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
議
会
議
員
と
し

て
の
10
年
半
、
常
に
現
場
を
歩
き
、
市

民
の
皆
様
の
切
実
な
声
と
、
こ
の
ま
ち

が
持
つ
無
限
の
可
能
性
に
触
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
御

支
援
を
賜
り
、
鹿
屋
市
長
の
重
責
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
当
た
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、
こ
の

ま
ち
を
更
な
る
発
展
へ
と
導
く
、
強
い

決
意
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
歴
史
と
文

化
が
息
づ
き
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
こ
の
鹿
屋
市
が
、
さ
ら
に
輝
き
を
増

す
よ
う
、
全
身
全
霊
で
市
政
運
営
に
あ

た
る
覚
悟
で
す
。

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　

私
は
５
つ
の
基
本
姿
勢
を
も
っ
て
市

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
１
に
、
国
や
県
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
最
大
限
に
活
用
し
、
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
で
す
。
市
政
・
県
政
・
国
政

を
一
本
の
線
で
つ
な
ぎ
、「
予
算
を
獲

得
す
る
力
」
と「
政
策
を
実
現
す
る
力
」

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
２
に
、
民
間
や
地
域
と
の
連
携
で

す
。
民
間
事
業
者
の
知
恵
や
経
験
を
市

政
運
営
に
生
か
し
、
ま
ち
を「
経
営
す

る
」
視
点
で
、
民
間
の
力
と
地
域
の
持

つ
特
色
を
最
大
限
に
生
か
す
市
政
を
実

現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
３
に
、
大
隅
地
域
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
シ
テ
ィ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
で
す
。
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
・
相

互
交
流
を
通
じ
て
、
施
策
の
推
進
を
図

郷原 拓男
鹿屋市長

り
、「
大
隅
は
一
つ
」
と
い
う
大
局
的
な

視
点
を
も
っ
て
、
大
隅
地
域
全
体
の
成

長
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
に
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
な
ど
デ
ー
タ
に

基
づ
く
政
策
立
案
の
推
進
で
す
。
客
観

的
な
根
拠
と
分
析
に
基
づ
き
、
政
策
の

立
案
か
ら
効
果
検
証
ま
で
を
一
貫
し
て

行
う
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
資
源
を
最
大

限
に
生
か
し
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的

な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
５
に
、「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
で
は

な
く
「
あ
る
も
の
探
し
」
を
通
じ
て
、

「
オ
ー
ル
か
の
や
」で
取
り
組
む
こ
と
で

す
。
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
、
こ

の
ま
ち
の
宝
を
改
め
て
掘
り
起
こ
し
、

磨
き
上
げ
る「
あ
る
も
の
探
し
」
を
通

じ
て
、
全
て
の
市
民
が
互
い
に
支
え
合

い
、
未
来
へ
の
確
か
な
希
望
を
持
て
る

ま
ち
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

た
め「
対
話
に
始
ま
り
、
届
け
る
ま
で

が
政
策
で
あ
る
」と
い
う
意
識
の
も
と
、

本
市
の
取
組
状
況
を
市
民
の
皆
様
に
届

け
、
そ
の
意
見
を
伺
い
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
、
施
策
に
反
映
す
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
５
つ
の
基
本
姿
勢
に
基
づ

き
、
私
が
公
約
に
掲
げ
た
「
未
来
創
造

都
市
か
の
や
」
の
実
現
を
目
指
し
、
市

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
方
針

　　

私
が
掲
げ
る
「
未
来
創
造
都
市
か
の

や
」
は
、
第
３
次
総
合
計
画
の「
ひ
と

が
元
気 

ま
ち
が
元
気 

み
ん
な
で
創
る

健
康
都
市
か
の
や
」
の
理
念
や
方
向
性

を
踏
ま
え
つ
つ
、
私
な
り
の
想
い
を
込

め
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
実
現
の
た
め
、

５
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
市
政
を
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
つ
目
の
「
産
業
振
興
で
稼
げ
る
ま

ち
」
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
業
の
更

な
る
生
産
性
向
上
や
魅
力
的
な
雇
用
の

場
の
創
出
、
地
元
企
業
の
成
長
支
援
に

よ
り
本
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
鹿
屋
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
市

民
所
得
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

所信表明
　

２
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
８

年
３
月
鹿
屋
市
議
会
定
例
会
本
会
議

で
、
郷
原
拓
男
鹿
屋
市
長
が
所
信
表

明
を
行
い
、
今
後
の
４
年
間
の
市
政

運
営
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

を
述
べ
ま
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

１　国や県とのネットワークを

　　　最大限に活用し、連携を強化

２　民間や地域との連携

３　大隅地域のリーディングシティ

　　　としての役割を果たす

４　ＥＢＰＭなどデータに基づく

　　　政策立案の推進　

５　「ないものねだり」ではなく

　　　「あるもの探し」を通じて、

　　　「オールかのや」で取り組む

５つの基本姿勢

「未来創造都市かのや」
　　　の実現を目指して

１　産業振興で稼げるまち

２　交流で賑わうまち

３　こども・若者の未来を創るまち

４　安心して暮らし続けられるまち

５　福祉と共生・協働が充実したまち

５つの基本方針

所信表明
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